
草
草
草
減
蔑

胡桃船長。今武平が
海上生活の
最後に指揮した船

(上)香 取丸船上の今武平船長 (2列 目をか
ら4人 日 日 本郵船歴史博物館提供)

(下)香 取丸

《 主 要 目 》 資 富船、日本郵船所有、101513給トン、垂線間長1494メ ー トル 幅 ]86メ ー トル、主機 3達成汽機
2基 S蒸 気タービン ]墓  3軸 、最高速力167ノ ット。旅客定員は ]等 ]12人、 2等 56人、 3等 186人。
大正 2(1913)年 三菱長崎造船所で唆工。同型船は鹿島丸 (神戸川崎造船所で建造)
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名 船 発 掘 ・日 本

今
束
光
、

日
出
海
の
慈
父

・
今
武
平

今
武
平
は
汁
瞬
回
弘
前
の
人
で
あ
る
。

明
治
元
年

（１
８
６
８
）
、

津
軽
藩
の
御
山
本
行
の
家
に
生
ま
れ

た
。

山
林
や
鉱
山
を
管
理
す
る
と
い
う
役
職
が
ら
、

自
由
で
派
手
好
み
の
家
風
だ

っ
た
ら
し
い
。

弘
前
の
名
門
校

・
束
奥
義
塾
を
卒
業
し
、

西
館
商

船
学
校
で
航
海
術
を
学
ん
だ
，

明
治
２２
年

⌒１
８
８
９
）
Ｈ
本
郵
船
に
入
社
。

大

正
８
年

（１
９
１
９
）
に
５０
蔵
で
退
職
す
る
ま
で
、

勤
務
の
ほ
と
ん
ど
を
海
上
で
過
ご
し
た
。

そ
の
間
、

熱
烈
な
恋
愛
を

へ
て
弘
前
の
名
家
　
伊

束
家
の
絵
と
結
婚
し
た
．

２９
歳
の
と
き
で
あ
る
。

じ
つ
は
今
家
と
伊
束
家
は
大
狭
の
仲
だ

っ
た
。

伊

末
家
は
汁
唯
様
の
ご
典
医
の
家
加
で
あ
る
。

家
風
は

質
素
堅
実
で
、

今
家
と
は
正
反
対
。

明
治
維
新
の
と

き
は
、

今
家
が
勤
皇
派
、

伊
東
家
が
佐
幕
派
に
わ
か

れ
、

の
ち
の
ち
に
シ
コ
リ
を
残
し
た
。

な
の
に
、

両

家
の
若
者
ど
う
し
が
恋
仲
に
な

っ
た
。
ま
さ
に

「
ロ

ミ
オ
と
ジ
ユ
リ
エ
ツ
ト
」
の
津
曝
版
で
あ
る
。

綾
は
オ
女
で
、

気
性
が
は
げ
し
か
っ
た
。

武
平
の

あ
と
を
追
う
よ
う
に
西
館
に
波
り
、

キ
リ
ス
ト
教
系

の
道
愛
女
学
校

⌒現

・
遣
安
学
院
）
に
入

っ
た
。

４
人
の
男
の
子
が
生
ま
れ
た
。

長
男
が
東
光
、

末

弟
が
日
出
海
で
あ
る
。

ふ
た
り
は
作
家
だ
か
ら
、

断

片
的
に
だ
が
、

武
平
に
つ
い
て
語

っ
て
い
る
。
こ
の

小
楠
の
武
イ
像
も
、

そ
れ
が
出
興
で
あ
る
。

不
思
議
な
怖
長
だ

っ
た
。
日
本
に
こ
の
よ
う
な
人

物
が
い
た
と
は
、

奇
跡
と
し
か
思
え
な
い
。

邸
船
時
代
の
後
■
は
船
長
を
つ
と
め
、「胡

桃
船
長
」

と
よ
ば
れ
た
。

神
秘
的
な
牛
付
進
化
論
を
信
じ
る
セ

オ
ソ
フ
ィ
ス
ト

（神
智
学
徒
）
で
あ

っ
た
。

莱
食
ｉ

義
者
で
あ
り
。

胡
桃
を
主
食
に
し
て
い
た
と
い
う
。

む
ろ
ん
、

酒
は
飲
ま
な
い
。

「印
度
航
海
か
ら
戻

っ
た
時
、

父
は
セ
オ
ソ
フ
ィ
ス

ト
と
し
て
，
々
の
前
に
出
現
し
た
」
。

今
束
光
は
『父

今
武
平
と
年
智
学
』
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
。

神
智
学
協
会
の
本
部
は
、イ

ン
ド
の
マ
ド
ラ
ス
（現

チ
エ
ン
ナ
イ
）
近
郊
に
あ

つ
た
。

武
平
は
、

今
港
の

合
間
を
み
て
、

当
地
を
訪
れ
た
の
に
ち
が
い
な
い
。

大
詩
人
タ
ゴ
ー
ル
と
も
親
し
か

っ
た
。

女
性
船
客
に
好
か
れ
た
武
平
船
長

欧
州
航
路
の

「呑
取
九
」
は
、

武
平
船
長
が
海
上

生
活
の
最
後
に
指
揮
し
た
船
で
あ
る
。

明
治
末
年
に
三
菱
長
崎
造
船
所
に
発
注
さ
れ
、

大

正
初
年
に
完
成
し
た
。

船
価
は
約
２
９
９
万
円
。

郵

怖
の
欧
州
航
路
初
の
１
万
ト
ン
級
客
船
で
あ
る
。

同

川
捕

「庇
島
九
」
は
川
崎
辻
船
所
で
姓
進
さ
れ
た
。

上
機
に
特
長
が
あ

っ
た
。

往
復
動
汽
機
２
米
と
排

気
タ
ー
ビ
ン
ー
基
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、

推
進

軸
は
３
軸
．

左
右
の
２
軸
が
往
復
動
汽
機
、

中
央
軸

は
本
気
タ
ー
ビ
ン
で
回
転
し
た

翁
鹿
島
九
」
は
往
復

動
汽
機
の
み
装
備
）。
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
の
主
機
と

同
じ
方
式
で
あ
る
。

複
雑
な
方
式
だ
か
ら
、

右
能
な

機
関
部
員
を
必
要
と
し
た
は
ず
だ
。

第
２
次
大
戦
勃
発
に
と
も
な
い
欧
州
航
路
か
ら
撤

退
。

陸
年
に
徴
用
さ
れ
、

情
和
１６
年

⌒１
９
４
１
）

‐２
月
、

英
領
ボ
ル
ネ
オ
の
ク
チ
ン
沖
で
浩
水
艦
の
■

撃
を
受
け
て
沈
没
、

郵
船
の
戦
没
船
第
１
号
と
な

っ

た
。

武
平
が
退
職
し
て
２２
年
後
の
こ
と
だ
。

今
武
平
は
ど
ん
な
船
長
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

と
に
か
く
、

船
客
に
人
気
が
あ

っ
た
ら
し
い
。
と

く
に
女
性
船
客
に
た
い
へ
ん
好
か
れ
た
。

い
わ
ゆ
る

「地

っ
か
け
」
の
女
性

フ
ァ
ン
も

い
た

と
い
う
。

オ
ペ
ラ
歌
手
の
三
浦
環
、

オ
台
俳
優
の
川

上
貞
奴
、

奇
術
師
の
な
旭
斎
天
勝
、

永
井
荷
風
夫
人

だ

っ
た
こ
ろ
の
藤
蔭
静
枝

（舞
踊
家
）
な
ど
な
ど
．

国
際
派
の
そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

白
髪
痩
躯
の
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
．

赳
厳
．
ヒ
ン
ズ

ー
教
の
行
者
の
よ
う
な
武
平
船
真
が
、

な
ぜ
女
性
船

客
に
好
か
れ
た
の
か
．

不
思
識
で
あ
る
。

「引
き
つ
け
ら
れ
る
復
し
さ
が
あ
る
。

そ
の
そ
ば
に

い
っ
と
き
で
も
長
く
い
た
い
と
い
う
気
持
に
さ
せ
る

人
だ
」
。

あ
る
女
性
船
客
は
そ
う
語

っ
て
い
る
。

武
平
は
退
職
後
、

書
斎
に
こ
も
り
、

神
智
学
の
研

究
に
没
頭
し
た
。

人
正
木
作
に
は
、

神
智
学
防
公
の

空
者
ク
リ
シ
ュ
ナ
ム
ル
テ
ィ
が
■
い
た
戒
律
苦

『阿

維
漠
道
』
を
翻
訳
し
出
版
し
た
。

昭
和
１１
年
⌒１
９
３
６
）
、

６８
歳
で
他
外
し
た
。

食

道
ガ
ン
な
の
に

一
度
も
医
者
に
み
せ
ず
、

楽
も
飲
ま

な
か

つ
た
。

苦
痛
を
訴
え
る
こ
と
も
な
く
、
じ

っ
と

死
を
待

っ
た
。
ま
さ
に

「超
人
」
で
あ

つ
た
。

山
田
　
迪
生
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